
新型コロナウイルス感染症への対応について 

 

 新型コロナウイルス感染者の発生に対する、各学科学生・ご家族の今後の行動について、

保健所等の関係機関及び感染症専門家の意見を聞きました。各学科学生・ご家族の今後の

行動については下記の対応をお願いします。 

 

１ 濃厚接触者の判断は感染者との交遊の程度により、保健所が判断します。 

＜新型コロナ感染症 濃厚接触者の新しい定義＞ 

 （国立感染症研究所感染症疫学センター）4 月 27 日 

 新しい定義は、患者（確定例）の感染可能期間に接触した者のうち、次の範囲に該当す

る者です。 

＊感染可能期間とは、コロナウイルス感染症を疑う症状を呈した２日前から隔離開始まで

の期間 

・患者（確定例）と同居あるいは長時間の接触（車内、航空機内等）があった者 

・適切な感染防護無しに患者（確定例）を診察、看護もしくは介護していた者 

・患者（確定例）の気道分泌物もしくは体液等の汚染物質に直接触れた可能性が高い者 

・その他：手で触れることのできる距離（目安として１メートル）で、必要な感染予防策

無しで、患者（確定例）と１５分以上の接触があった者 

（周辺の環境や接触の状況等個々の状況から患者の感染性を総合的に判断する） 

 

２ 濃厚接触者と判断された人は PCR 検査を受けることになります。濃厚接触者及びその

同居家族は PCR 検査の結果が出るまでは出勤・通学等は自粛してください。 

 

３ 非濃厚接触者と判断された方とその同居家族は、通勤、通学、一般的社会活動の制限

はありません。但し、手洗い、マスク着用、うがいを行うことと３密を避けることは重要

です。 

 

４ 関係先への連絡はされた方が良いと思いますが、本学としての考え方は上記の通りで

す。それ以上は関係先の指示に従ってください。 
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